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第2次川界大戦小に小途選

学をよきなくされた柳鮮籍、

台湾籍のノじ糾学生をお招きし

て、特ケ}小1位僻!'式が11刀

161」、向'井士礼十「;きてhわれ

た昨1に 8 j・1、帷 1;1と台湾の

新1Ⅱ1に公告を掲,仙し、 19↓2匂

J j1から19開lr 、1 f}までの1Ⅲ

に1・1志礼人学、 1,'1,ιミ礼大';t f

科、向ι井b.リ1"1学校に人学し

たノι詔学牛によびかけたとこ

ろ、9 人の力が111し出られた

式典は辿常の卒業式とほぽ

同一の式次第で11われ、'rl"

紀をへて学位祉を予にされた

先W.の'・1.には、涙をぬぐう姿

も兇られた(92ヘージに関述
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●田辺キャンパス

凶際1布校か開校して17竿、

大学と女・f大学1刑校からⅡ年

になる人々も大地に根を張

り、30{ギ1論の100フJnfの丘陵は

今や壮大なキャンハスに生ま

れ変わった通学する学生も

大学に12,512人、女イ大字に

↓,137人、ル隣刈.・品に1,030

人と、今出川を凌促する学

牛に1捌いてみても田辺か好

きというルが半数以上にな

つたそれたけキャンハスが

"

落ち着いたということたろ

うキャンハスはそれにはあ

き足らす、臼々成」又をつつけ

ている今春から大学と女」'

火学との単位万換も本怜化

し、キャンハスはさらに体

化に近つく国際q,,・1珂では

現在メティア教介センター

(仮称)の↓'"が進11中で、 9

珂には中学・商等学校として

は最先端の施設が稼動する
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北而外観
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昨年、変休み明けに登校し

たツヅ11たちは、化材.祗しをし

た明徳飢の塔屋をまぷしく見

しけたことたろう明徳館は

配仟1128年に竣上して以来はじ

めて、大改装が施された外

部たけではなく、内部も焚し

くなったと1司塒に機能的に

もなったたとえば階段教室

のM 1番教室は、*1竹,館に新

しくできたメディア上房と光

ケープルで織ばれ、120インチ

スクリーンを 21hi11"えたプレ

ゼンテーション教室に小まれ

かわ九その隣の2岳教*

はキャラリーを臆ねるラウン

ジになった陽がおちると、

廊、ド{則いっぱいのカラス雌を

透して明るい光か外のキャン

ハスを照らすトイレもちょ

つとしたホテルなみた地ト

にあった生協の部か弘風飢

地ドに移った後に、学生のた

めのもうひとつのラウンジが

卒業式までに新設される予定

た.
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M21教室南側面
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野
鳥
と
と
も
に
生
き
平
和
を
祈
る
大
樹

田
追
利
幸

゛
一

一
.
り
"
゛
"
.

、

●
 
N

゛
'

.

、
.

t
'

一
、

゛

イ

同
志
社
チ
ャ
ペ
ル
の
南
東
に
エ
ノ

キ
の
大
木
が
聳
え
る
。
彰
栄
館
で
休

む
ム
ク
ド
リ
や
京
都
御
苑
か
ら
の
イ

カ
ル
な
ど
の
野
鳥
が
、
こ
の
木
で
楽

し
く
遊
ぶ

新
緑
の
脊
は
、
背
後
の
チ
ャ
ヘ
ル

の
褐
色
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
実
に

よ
く
似
ム
ロ
う
夏
に
自
然
の
秘
め
た

力
強
さ
を
知
ら
せ
た
こ
の
木
に
木
枯

ら
し
が
吹
く
頃
、
既
い
降
り
る
枯
れ

葉
が
、
晩
秋
の
斉
を
作
り
出
す
そ

し
て
、
冬
の
降
雪
期
、
天
空
に
放
散

す
る
枝
が
柔
ら
か
な
雪
を
い
た
だ
い

た
そ
の
造
形
は
、
自
然
美
の
極
を
表

現
す
る
今
で
は
チ
ャ
ヘ
ル
の
南
東
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
の
木
は
、
明
治
期

の
写
直
<
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か

し
、
戦
時
下
の
黒
社
の
歴
史
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
生
.
址
人
で
あ
る

゛
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キ
ャ
ン
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々
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一
九
八
(
昭
和
一
二
)
年

H
 
八
U
、
こ
の
エ
ノ
キ
の
東
側
に

奉
安
殿
」
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
れ
ま

忍
栄
館
一
階
の
北
西
の
部
屋
北
側

無
遣
さ
れ
て
い
た
「
本
安
庫
」
が

奉
安
殿
に
形
を
か
え
た
。
こ
れ
ま

で
式
典
な
ど
で
鯉
<
影
矣
堅
・
皇

后
の
写
貞
)
を
掲
げ
る
こ
と
の
な
か

つ
た
伺
志
社
に
と
っ
て
大
事
件
で
あ

り
、
宗
教
的
危
機
の
象
徴
で
も
あ
っ

た
そ
の
奉
安
殿
」
の
背
京
に
、

こ
の
エ
ノ
キ
の
枝
が
力
強
く
伸
び
て

い
る
。
(
写
貞
左
ド
)

今
は
、
何
の
痕
跡
も
な
い
本
安

殿
L
 
の
跡
地
を
学
生
が
娠
や
か
な
声

を
響
か
せ
懇
し
て
い
る
。
こ
の
百

年
足
ら
ず
の
激
動
の
時
の
流
れ
を
、

こ
の
エ
ノ
キ
は
「
静
か
に
L
観
察
し
、

真
の
平
和
の
到
来
を
待
ち
望
ん
で
い

る

現在の奉安殿跡
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